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キーボードショートカットを確認する
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キーボードショートカットを確認する

帳票デザイナーのステージ左下にある

「Tips」ラベルをクリックします
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キーボードショートカットを確認する

「キーボードショートカットTips」が展開さ

れます。ショートカットの使い方が分から

なくなったらご活用ください。

このラベルの右上の×をクリックすれば、

再度格納する事ができます。



帳票設計のメモを記録、確認する
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帳票設計のメモを記録、確認する

帳票デザイナーのステージ左下にある

「Note」ラベルをクリックします
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帳票設計のメモを記録、確認する

この帳票デザインに必要な補足情報等

を記載する事ができます。記載が完了

したら右上の×ボタンをクリックする事で

再度格納する事ができます。
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帳票設計のメモを記録、確認する

帳票設計メモが格納されていれば、こ

のラベルは赤色になります。

帳票設計メモの情報が入ってない場合

は、灰色で表示されます。



オブジェクトの紐付け設定を確認する
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オブジェクトの紐付け設定を確認する

この「Status」トグルを有効にします
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オブジェクトの紐付け設定を確認する

オブジェクトにグループやタグ等の情報が紐

付けられていれば、網羅的に確認できるラ

ベルとして表示されます
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オブジェクトの紐付け設定を確認する

画面をズームする事で詳細なラベルが確認

しやすくなります。



オブジェクトの表示／非表示を制御する
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オブジェクトの表示／非表示を制御する

この「表示設定」ボタンをクリックします
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オブジェクトの表示／非表示を制御する

表示／非表示したいオブジェクトの種類

を個別で選択、または「全てON」、「全て

OFF」で一括操作も可能です。

設定が完了した後は任意の場所をクリッ

クすれば、設定が反映された状態の画面

に戻ります。
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オブジェクトの表示／非表示を制御する

何かしらの設定変更が行われていると「表

示設定」のボタンが薄く赤色になります。

現状全てのオブジェクトが表示されているの

かどうかの判断がしやすくなっています。

ステージからテキストフレームが非表示に

なった状態です。背景テンプレートや画像

は表示されています。



背景オブジェクトの描画濃度設定
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背景オブジェクトの描画濃度設定

このつまみをドラッグしてみてください
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背景オブジェクトの描画濃度設定

ドラッグする位置によって背景の描画濃度が変わります。この機能

を使うと、描画オブジェクトと背景オブジェクトが同系色の時に作業

が行いやすくなります。
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背景オブジェクトの描画濃度設定

オリジナルのデザイン
明細の部分の背景を白塗りつぶしオブ

ジェクトで上書きして消した状態

背景濃度設定を変更すれば、白いオブ

ジェクトでもすぐに発見できます



画像ファイルをドラッグ＆ドロップでデザイナー上に配置する
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画像ファイルをドラッグ＆ドロップでデザイナー上に配置する

①デザイナーに配置したい画像ファイル群をOS上で選

択し、帳票デザイナー上にドラッグ＆ドロップします

②選択したファイルをまとめて帳票デザイナーにアップロー

ドできました。



選択したオブジェクトをテンプレートの中心に移動する
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選択したオブジェクトをテンプレートの中心に移動する

テンプレート（用紙）の中心にオブジェクトを移動するには、デザイナー上で単一オブジェクト（通常、またはグループ）を選択します。複数オブジェクトを

選択すると別の動作仕様になりますので、ご注意ください。

①単一オブジェクトを選択

②横中心、または縦中心揃えのボタンをクリックします
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選択したオブジェクトをテンプレートの中心に移動する

選択したオブジェクトがテンプレートの中

心に移動しました



No.25

選択したオブジェクトをテンプレートの中心に移動する

複数のオブジェクトをまとめてテンプレートの中心に移動したい時は必ずグループ化して単一選択状態にしてください。グループ化せずに複数オブジェクトを

選択した状態で中心揃え機能を実行するとテンプレートの中心ではなく複数オブジェクト全体の中心座標を基準に機能が実行されます。

複数オブジェクトを選択して「横中心揃え」を実行すると…
複数オブジェクト全体座標で計算され、テンプレートの中心

ではなくなります。

グループ化して「横中心揃え」を実行すると… テンプレートの中心になるように座標が計算されます。



オブジェクトへのタグ情報の付与と選択
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オブジェクトへのタグ情報の付与と選択

オブジェクトにタグ情報を付与する事で、後からオブジェクトをタグ情報で検索する事が可能になります。オブジェクトへのタグ情報の付与方法は帳票デザイ

ナー上で対象のオブジェクトを選択して、画面左上にある「タグ」パネルより設定してください。

対象オブジェクトを選択して任意のタグ情報を入

力し、更新します。
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オブジェクトへのタグ情報の付与と選択

複数オブジェクトまとめてタグ情報

付与も可能です。
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オブジェクトへのタグ情報の付与と選択

タグ情報が付与されていれば、後か

ら簡単に検索する事ができるように

なります。

検索に該当するオブジェクトが選択

されます。
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オブジェクトへのタグ情報の付与と選択

①タグ情報を持つ一つのオブジェクト

を選択して「同じタグ情報を持つアイ

テムを選択」を選びます。

②同じタグ情報を持つアイテムが選

択されます。

右クリックから簡単にタグオブジェクトを選択する方法もあります。



オブジェクトの検索と選択
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オブジェクトの検索と選択

オブジェクトはラベル名、タグ情報等を対象にこの

ダイアログから検索できます。任意のキーワードを

入力してください。
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オブジェクトの検索と選択

ステージ上のラベルに「商品」が含まれているオブ

ジェクトが検索され、選択されます。

例えば「商品」で検索すると…
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オブジェクトの検索と選択

オブジェクト検索機能は「グループ」「Item-No」、「タ

グ」でも検索可能です。



一括フィールド置換



No.36

一括フィールド置換

「一括フィールド置換」タブを選択し、

・対象グループ

・対象フィールドのキー

・置換後のフィールド

を設定し、「置換する」ボタンをクリックします。
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一括フィールド置換

「一括フィールド置換」タブを選択し、

・対象グループ

・対象フィールドのキー

・置換後のフィールド

を設定し、「置換する」ボタンをクリックします。

この設定の場合、「model」が含まれるこのフィールド

が置換対象になります。
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一括フィールド置換

置換対象が見つかればダイアログで確認が行われます。問題

が無ければ「OK」ボタンをクリックしましょう。
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一括フィールド置換

対象フィールドが一括置換されました。本機能はテキスト

以外にも、画像や図形系のオブジェクト含め全ての「フィー

ルド」が対象になります。
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一括フィールド置換

例えばこのオブジェクトであ

れば…

描画判定フィールドに「確認：stamp」が

設定されています。
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一括フィールド置換

先ほどの画像オブジェクトに設定されていたフィールド

を対象に置換してみます。
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一括フィールド置換

置換後、先ほどの画像オブジェクトの設定を再確認

すると、設定が置換されている事が確認できます。

今回の置換対象



複数選択テキストオブジェクトの一括属性変更
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複数選択テキストオブジェクトの一括属性変更

①例えば「model」を含むテキストフィールドを検索し

ます。

②次にオブジェクトが選択された状態で「編集」ボタン

をクリックします。
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複数選択テキストオブジェクトの一括属性変更

選択されたオブジェクトが「テキストフレーム」のみの場

合、「テキスト属性一括設定」パネルが表示されます

ので、ここで選択したテキストフレームの設定を個別、

または一括で変更できます
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複数選択テキストオブジェクトの一括属性変更

①例えば「横揃え」の属性を右寄せ

に変更し、

②この更新ボタンを押すと…

③一括で属性が変更されます。
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複数選択テキストオブジェクトの一括属性変更

複数の属性設定をまとめて更新するにはこのボタンをク

リックします。

状況に応じて利用するボタンを選んでください。



罫線をワンクリックで水平、垂直にする
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罫線をワンクリックで水平、垂直にする

①水平、または垂直にしたい罫線を選択します。

②画面上部にある「線を垂直にする」、「線を水平

にする」ボタンをクリックします

③ワンクリックで選択したオブジェクトが水平、垂直

になります。



罫線の長さを高さや幅で指定する
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罫線の長さを高さや幅で指定する

X1, Y1の座標

X2, Y2の座標

罫線の座標情報は始点のXY座標、終点のXY座標で構成されていますが、横幅や高さで座標値を変更する事ができます。

設定値

横幅

高さ
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罫線の長さを高さや幅で指定する

XY座標ではなく、幅、高さで指定する時

はこちらにXW, YHの値を変更します。

指定した横幅の罫線に更新されます。

高さも同様の設定方法で値を指定できます。



テーブル罫線の活用
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テーブル罫線の活用

テーブル罫線ツールを選択してからステージ上で

任意のサイズにドラッグ＆ドロップしてください。

行数や列数等の設定を確認して、「作成する」

ボタンをクリックします。
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テーブル罫線の活用

指定したパラメータで表形式の罫線が自動的に作成

されます。テーブル罫線はグループ形式のオブジェクト

になっていますので、サイズ変更や構成変更が可能で

す。

サイズ変更

できあがった罫線はグループオブジェクトなので、デザイ

ン変更も簡単です。



ステージのズーム機能
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ステージのズーム機能

帳票デザイナー右下にあるこのインターフェースで画

面の拡大、縮小が可能です。

テンプレート全体表示

アクティブテンプレートにフィット
段階的に縮小 段階的に拡大

マウスドラッグで変更も可能

スムーズな拡大縮小が可
能です



Shiftキーの活用
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Shiftキーの活用

帳票デザイナーのレイアウト機能は「Shiftキー」を使いこなすことにより大きく使い勝手が向上します。オブジェクトの座標や角度を柔軟にコントロールするに

は「Shiftキー」が重要です。

左手でShiftキーを押しな
がら

右手でマウス操作
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Shiftキーの活用

Shiftキーを押しながらマウススクロールを行う事でステージの表示拡大率をシームレスに拡大、縮小が可能です

①オブジェクトを選択する

左手でShiftキーを押しな
がらマウススクロール

②スムーズに画面が拡大、縮小されます
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Shiftキーの活用

Shiftキーを押しながらオブジェクトの回転を行う事で、45度刻みでオブジェクトを回転する事ができます。

①オブジェクトを選択する

左手でShiftキーを押しな
がらマウスドラッグ

②Shiftを押している間は45度刻みで回転し

ます。Shiftを外すと自由角度になります。
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Shiftキーの活用

Shiftキーを押しながら罫線を配置すると、水平、または垂直を固定したまま罫線を描画できます。

①罫線ツールを選択

左手でShiftキーを押しな
がらマウスドラッグ

②Shiftを押しながら罫線を描画
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Shiftキーの活用

Shiftキーを押しながらオブジェクトを移動すると、X座標、またはY座標を固定したままオブジェクトを移動できます。

①対象オブジェクトを選択して

Shiftを押しながらドラッグ

左手でShiftキーを押しな
がらマウスドラッグ

②X座標、またはY座標を維持したまま移動

できます。
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Shiftキーの活用

Shiftキーを押しながらオブジェクトを選択するとオブジェクトの連続選択が可能です。

①一つのオブジェクトを選択します。

左手でShiftキーを押しな
がらマウスクリック

②Shiftを押しながら他のオブジェクトを選択

すると、選択オブジェクトを増やしていく事がで

きます。



AIによるコーディング補助機能の活用
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AIによるコーディング補助機能の活用

①テキストフレーム無いのフィール

ドオブジェクトを選択

②「高度な計算を私用する」に

チェックを入れて、コード入力画面

を表示

④AIによるコーディングサポート機

能が利用可能に③テキストフレーム設定パネルの

「AI」ボタンをクリック
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AIによるコーディング補助機能の活用

①テキストフレーム設定パネルの

「AI」ボタンをクリック ②AIによるコーディングサポート機

能が利用可能に
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